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社会の情報化の進展に対応して，学校教育においても情報教育の名のもとに，情報活用能力
の育成を目的とした教育の内容や方法の研究，機器の整備，教員の研修などがさかんに行われ
るようになった。
また，指導要領の改訂にともなって，小学校や中学校では実際に授業にコンピュー タを利用
する研究がなされている。授業におけるコンビュータの導入利用は，特定の教科の指導に限ら
ず，あらゆる教科がその対象とされ，音楽教育も例外ではない。平成元年度に改訂された新指
導要領には， 表現領域に新たに「音楽をつくって表現できるようにするJという項目が加えら
れた。
本研究で取り上げるコンピュー タミュージツクシステムの利用は，特にこの 「音楽をつくる，
表現する」ことについて大きな可能性が期待できると考えられるが，これについては従来あま
り教育研究の対象とされておらず，従って先行研究が少ないのが現状である。
本学初等教育学科における音楽の授業では従来，ピアノ演奏の個人指導を重点に行ってきた。
これは，演奏家を養成することを目的とするのではなく，ピアノ演奏のより高度な技術を基に，
「音楽を理解し音楽を楽しく学ぶ」ことを目的としたものである。前述の新指導要領の表現領
域の 「音楽をつくって表現できるようにするJでも，従来本学が行ってきたピアノ演奏を中心
とした音楽技術が基本として重要で、あることはいうまでもないが，それに加えてコンピュータ
ミュージツクシステムの応用技術が，これらの教育にとってすこぶる有効であるにちがいない。
教員養成課程における音楽教育では，将来のコンビュータミュージツクシステムの学校教育
現場への普及に備えて必要な資質技術を教育することが必要と思われる。
134 桑原；コンピュ ター ミュージツクシステムを利用した音楽教育の効果と可能性について
E 研究の目的
本研究は，教員養成課程の音楽教育において，コンビュータミュージツクシステムを利用し，
作曲，和声，伴奏づけ，等を理解し易く学習する教材を開発し，これを利用した効果的な学生
のための個別学習を実現することを目的とする。また将来学校教育で必要とされるであろうコ
ンビュータミュージツクシステムを利用した音楽教育法や，教材作成法についても研究開発を
することを目的とする。
E 背 景
1 教育へのコンビュータの導入
文部省は，昭和60年2月に「情報化社会に対応する初等中等教育の在り方に関する調査研究
協力者会議」を設け，初等中等教育における情報化への対応を適切に進めるための諸問題の検
討を行った。
また，臨時教育審議会の答申においても， 学校教育における情報化への対応について，情報
活用能力の育成に努めること，コンピュータ等の活用が必要であること，情報化の影の部分に
対して配慮することなどの提言がなされた。
そして，昭和62年12月には教育課程審議会から，初等中等教育において，情報化への対応を
積極的に図っていくことなどを内容とする答申が行われた。
文部省では，この答申を受けて学習指導要領の改定作業を進め，平成元年3月に新しい指導
要領を告示した。その中で，小 ・中 ・高等学校を通じて，教科等の学習指導に当たってコン
ピュータ等教育機器の活用を図るとされている。
これらをふまえコンピュータを利用した音楽教育は教員にとって必須の教養となることに
なった。
また，これにともなって小・中・高等学校及び特殊教育諸学校については，昭和60年度から
「教育方法開発特別設備費補助」により，公立学校のコンピュータ等の導入に対して国庫補助
を行い，平成元年度からは，新たに「大規模改造費補助制度」の中で，公立学校が空き教室を
コンピュー タ教室として改造する場合に，コンピュー タ等も併せて国庫補助の対象とする制度
の拡充を行った。
また，札幌市では平成5年度末までに情報教育機器整備事業の一環としてコンビュータを小
学校では1校2台づっ74校に，中学校では1校22台づっ84校に導入される予定である（中学校
の約90%）。
文部省発行の 「情報教育に関する手引き」によると，音楽教育におけるコンピュータの応用
として，コンピュータの音楽機能や MIDI機器を利用した合奏や作曲の学習指導について記
述されている。
2 コンビュータミュージツクシステムの発展と普及
(1）音楽へのコンビュータの応用 （音楽情報処理）
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電子計算機が発明された（1945年）当初から，音楽へのコンビュータの応用はいろいろ研究
されてきたが， 1980年代にマイクロコンピュータが出現してから一般への普及 ・産業化が始
まった。
現在音楽へのコンビュータの応用は，下に挙げるように各分野にわたって研究開発， 実用化
が進んでいる。
(1）作曲 ・編曲
(2) 音楽の分析的研究
(3）楽器音の研究と音響合成
(4）電子楽器と自動演奏
(5) 演奏された音楽から楽譜への変換（自動採譜）
(6）楽譜の読み取り
(7）楽譜の印制
(8) 音楽データベ スー
(9) 音楽教育（コンピュ ター支援学習）
これらのうち本研究と関わるのは，（1）の作曲・編曲， （4）の電子楽器と自動演奏，（7）の楽譜の
印刷，および（9）のコンピュータに支援された音楽教育である。
(2) コンビュータによる作曲
芸術創造への参加という夢を実現しようとして，過去の作曲家の作品からの特徴の抽出や音
楽理論を利用したコンピコータによる作曲は，1957年のイ リノイ大学で作られたイリアック組
曲が有名である。 日本でも高校や中学校の校歌から抽出した音符やリズム聞の推移確率を基に
した作曲が試みられたが，結局シミュレーションの域をでることはできず， 作曲家の作品以上
にはなり得ないし， 音楽的な価値の創造とはいいがたいと言われている。一方これまでの音楽
と全く違う音楽の創造として1960年以降名声をはくしているクセナキスの成功例もある。
コンピュータによる作曲や編曲は，前述（3）の楽器音の研究と音響合成の技術や，（4）の電子楽
器と自動演奏の発展と結びつき，1980年以降のパソコンの普及と発展に伴って，音楽の素人で
あっても自動演奏が楽しめるようになり， 一般の人たちが音楽を扱えるようになったのである。
このことは音楽という芸術的な創造活動への一般の人の参加を可能にしつつあるという意味で，
音楽教育にも大きなインパクトを与えるものと思われるのである。
(3) MIDIと自動演奏
1970年代に開発された，FM変調方式の音響合成技術によって楽器音はデジタル素子と し
て製品化され，デジタルシンセサイザが出現した。今日の電子楽器の大部分は，MIDI
( Musical Instrument Digital Interface ）という方式でコンピュータと接続することができ，
一人の演奏者が同時に複数の楽器を演奏することができるから，新しい演奏形態を可能にする。
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MIDIの特長をあげると以下のようになる。
・演奏技術をもたない人でも演奏を楽しむことができる。
・人聞には演奏不可能な技術をコンピュータにより実現することができる。
・オーケストラメンバーがいなくとも，オーケス トラの演奏を楽しむことができる。
これに関連して，楽譜データの標準化が必要になり，現在ISO （国際標準化機構）でこれが
検討されている。これによって音楽データが，コンビュータによる国際的な情報流通のネット
に組み込まれることが将来出現すると，思われるのである。
U 試行と考察
本研究にあたって，とりあえず実験的に試行するために設置したシステムは，以下のような
ものである。
第1年次に購入した機材
Apple Computer music system 
• Macintosh LC2 
• Laser Writer LS 
MIDI 
上記のシステムによって，いくつかの試行を行い，また学生に実験の操作をさせてみた結果，
以下のような知見および検討すべき点，問題点などがえられた。実験用のシステムが， l式し
かないため，多数の学生を対象とした実験結果は得られていない。
・コンピュ ター ミュージツクシステムを使って，個人学習用の和声法や対位法に関する教育用
ツールを開発することが可能である。このような教育用ツールの大きな特徴は，個別にいつで
も学習できる教材としての独立性が高いことである。 自動演奏機能を伴ったこの学習ツールは，
大きな教育効果をもたらすものと思われる。
・コンビュータによる印刷の機能が従来の文字印字を主としたプリンターから，レーザープリ
ンタへと進歩し，楽譜の印刷が容易になった。従来は，手書きにたよらざるを得なかった楽譜
が容易に印刷できるようになったことは，教育にとっても大きなメリッ卜である。
・情報化時代に対応してコンビュー タによる音楽教育を考える必要がある。
従来は専門的かつ高度な知識と技術がなければ作曲・演奏ができなかったが，これからはコ
ンビュータミ ュー ジツクシステムによって誰でもが容易に音楽に親しみ，満足感を昧わうこと
カfで、きると
．作曲や編曲が人に頼らず自分の力でできること，場所や時間に制限されることなく曲づくり
ができること，また，一度作った曲や音色などを自由に組み合わせて編曲ができることなど，
コンビュータ ミュージツクシステムには従来考えられなかった利点がある。
・専門家，音楽教師以外の音楽を専門にしない人でも，コンビュータの楽譜を入力， 演奏させ
ることにより， 具体的に曲想を把握することができる。このことは，表現活動において，いっ
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そう個性を伸ばす教育ができることになる。
・音楽という芸術活動への積極的参加が容易になり，より多くの人々が音楽への関心を持つこ
とが期待できる。
・音楽の基礎知識（音符・休符・卜音記号・ヘ音記号 ・調子記号・拍子記号等）を理解するだ
けでコンピュターへの音符入力ができ，ただちに演奏できるので教育用のツールとして効果的
である0
・コンビュータの台数をふやすことにより，同時に多数の学生の個別学習が展開できるから，
活性化された教育が期待できる。
・指導内容・目標に応じたソフトウェアや教材の開発が必要である。
・コンビュータを操作するという技術的環境だけで音楽をイメージとしてとらえ，主として感
性を中心にした音楽活動ができる。ただし，これに必要な音楽の基礎知識を明確にしておかな
ければならない。自分の考えた音がそのまま譜面上に書かれ美しいハーモニーとしてすぐに音
を確かめられるために楽しく学習でき，なおかつ次のステッフへの興味付けがしやすい。
V おわりに
現在，コンビュータは楽譜や楽器の演奏をデータ化し自由自在に電子楽器を演奏させること
で多く利用されている。
鍵盤楽器の歴史をたどっても，ハーフシコードから現在のピアノに至るまで，それぞれの楽
器を表現する曲が作られてきたように，コンピュータを応用した音楽が現在発展しつつあり，
しかも音楽芸術の一分野としてだけでなく，音楽教育においても効果的・効率的な教育方法を
提供する可能性がある。
今後の研究課題として，創作学習への興昧付けの効果， また，コンピュータで楽譜入力を行
い，音を出しながら個人の音楽性を確かめる創作へのアプローチとしての可能性について，お
よび学生にとって自分自身の音楽ができる環境を作り，目と耳で音楽を作る教育の探究につい
て研究したい。
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